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でなょ代　りをれ家のにいも朱箱　せんり見とま我　¬加
あ｀っ態とまやもをですなのるを破んがまていせ々ニ工
り不とまにすろ中持するけぞもあれ゜｀すもうんは　｀乙
ま安油でがう古っ゜かれんのさザ人人゜との゜カ鰹只
す定断はく　等かた三とばででるル間間乞全が生ス済こ

　゜なす二我　尚代弁いなおはなをとで食な実活ミ　こ貫
　代るぎ゛果新態三うりりあど背しあをし代はを空豆
　態と出入　て車凄二ままりはにてるすにでと食尽湊
　で生し間　しに電のとせせま　｀しの眼れ生あに９
　はJては　なソヒ大もんんせよょ名りばきりかて
　全誉お経　く別器財考゜゜んほっ誉プ良るまく生
　くがか済　欲荘具間えと為゜とて欲ラいこす何き
　幸JEね的　はをか｀でいに水のボがイとと　･とて　　＿
　福ぶばに　つ建ら小みっは準二回あドいは右しい　「笥
　はなな危　きて白されて経以とをりがう出をてる　　佐
　ついり険　なよ家いばど済下がままそか朱肉もね　　日
　かとまを　いう用な難の力のなとすれもない全け　　煌
　めいせ感　も｀車がか位を生いっ゜をしいてがで　　上
　なうんじ　のゴをらしを持活眼で　許れのもかは　　人

　いよ゜な　でル｀一い水っはりゴ　しまで左かあ
　のうちい　あフそ軒も準で誰出ミ　ませあをるり

　とつ済ては本か．り精るとりン人なりこい部俗おっう　　．
　いてのい申講に二ま神と心）のい遠れう古にろてに心　三
　つい妥るす習しのす||いのすルせ二くはのく精そ人心の　｀

　てる定もま会な三屠う成ベマんと去言はな神かはも修　精
　も゜にのでのいつ　お結長てンきに｀゜葉精り年に支育養　神
　差故もでも目゜は　ろ果が精が剔庶てを神主部考配つの　の
　支に精あな的いど　そでう神井原をい変年すとえさも二　修
　え幸神るいははの　かあら年一廃立なえ部がいてれのと　芦
　な揚力かが第は一　にりは部二にていてがうはてでで
　いののら｀三幸つ　考まらが翌廃たと言若心のないああ

　の基卸｀人の揚を　えすで足藍んりいえいのがらるりり
　で本何個聞精の欠　でブ張で｀えばの方あなのまま

　あはが康は神絶い　は決アなをみく主｀だはりいでしす
次る精重の精修対で　なしンいヤただし少と未主のすで
号ご神犬確神養条も　らてバ゜づりらょ年いだすでか｀肉
へ　修な保にに件人　な人ラ肉か｀なうのわ若゜あら殊体
続　兼関に支あで間　い間ン体し立い゜期れ々肉りゆにが
く　で係も配るあを　のはスのて服二つをまし体まめ心育

　　あを　｀さ二る安　で心で成みなと主あすいはすゆにつ
　　る有経れと　゜ら　あ||あ長だゼ｀ら主゜と大゜めよよ
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